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松江市近郊におけるイグサ栽培について その1

今木　　正・村尾 芳和・福田 光芳⑧高野　郁生

　　　　　　Mut　Rush　Cu1t1vat1on　m　Matsue

Tadash1IMAKI＊，Yosh1kazu　MURA0＊，M1tuyosh1FUKUDA＊

　　　　　　　　　　　and　Ikuo　TAKAN0＊

　About1，OOOkg　per1O　a　f1e1d　of1ong　mat　rush　stems‘‘Naga1’’，has　been　a1most

year1y　y1e1ded1n　Matsue’s　farm　f1e1d，where1s1ocated　at　the　northem　part
compared　to　Okayama　and　Kumamoto　of　the　mam　mat　rush　cu1t1vat1on　centre
m　Japan　Then，the　mat　rush　growth　of　farmer’s　f1e1d　m　Matsue　was　surveyed

and　the　severa1exper1ments　were　myest1gated

　The　t1p　cuttmg，‘‘Sak1gar1’’，was　genera11y　camed　out　at　the　mdd1e　of　May，

m　farmer’s　f1e1d　of　Matsue　and1t　was　c1ose1y　re1ated　to　mcrease　the1ong　stem

y1e1d　at　the　m1dd1e　Ju1y

　But　the　t1p　cuttmg　decreased　the1ong　stem　y1e1d，when　Stem　Surface　Area

（SAI）was　be1ow1O，and　the　number　of　stems　above45cm　was　a1so　be1ow2，OOO

per　m2at　the　m1dd1e　of　May

　New　buds　which　were　emerged　at　the1ast　May　to　the　ear1y　June　in　Matsue，

have　been　e1ongated　to　the1ong　stems　above105cm　at　the　m1dd1e　Ju1y　The
e＝mergence　of　new　buds　was　pre▽ented　be1ow30％of　the　re1at1ve11ght1ntens1ty，

and1O　to30％of　the　re1at1ve11ght　mtens1t1es　promoted　the　e1ongat1on　of　new
buds．

　島根県は現在のイグサの産地の中では石川県などと共

に北に位置していて，その栽培面積も松江市近郊の古志

町や大垣町を中心にして約10haと僅かである．しか

し伝統的な特産地として知られた瀬戸内や，現在の主産

地である九州の熊本県地方に比べてその長イ収量や品質

は決して劣らないと言われている．このように地理的に

北に位置していながら全国的な主産地に伍して高い収量

と品質を維持している理由を，実際のイグサ栽培農家の

栽培法と生育状態を調査し，実証的な実験から考察を加

えたので報告する．

　　　　　　　　材料おびよ方法

　松江市近郊のイグサ栽培農家の調査：1977年から1985

年まで途中2年問を除ぎ6年問，松江市近郊のイグサ栽

培農家の圃場で生頁調査および抜き取り調査を行った．

調査したのは，松江市古志町の長野久俊氏と大垣町の小

村律夫氏の圃場である．生育調査は，1978．1982～85年

に4月から収穫期まで5～6回最長茎長，45cm　高茎
数および個体群内の相対照度について調査した．抜き取

＊作物学研究室

1

り調査は主に先刈り期と収穫期に一行った．抜き取り後地

際から15cm毎の層別に乾物重，茎数および茎の平均
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
直径を調査した．抜き取り調査の結果から，既報の方法

で層別の茎表面積を求め，茎表面積指数（Stem　Surface

Area　Index　SAI）として示した

　出芽期別茎長と茎数についての実験：1981年と1982年

に行った．品種rいそなみ」の畑苗を供試した．1980年

は12月12目に1981年は12月14目に1／5000aポットに，

3茎3芽に調整した苗をポット当たり2株づつ移植し，

施肥管理は第1表に示すように行った．茎の伸長や増加

の季節的な推移をみるために，植え付げ翌年の4月10目

から10目問隔で，調査時点で出芽していた茎（3cm以

下を対象）に色分けしたリソグを掛げた．7月10目に抜

き取り，全茎について15cm問隔で茎長別の茎数を調

査し，色分げしたリソグによって出芽時期別の茎長や出

芽数の値を得た．調査したポットは半分を温度制御ガラ

ス室に，残りを戸外に置いた．温度制御ガラス室は季節

に合わせて制御温度を変えた．即ち1981年は4月10目か

らぼ目平均気温を15℃（昼17．5℃／夜12．5℃）に，5月10

目からは同じく20℃（昼22．5℃／夜17．5℃）に，6月10目



一2 島根大学農学部研究報告 第22号

℃

25

20

15

10

0
　　　　4月　　5月　　6月　　7月
第1図　温度制御ガラス室の設定温度（1982年）

　　　　（直線は松江の平均気温の推移，点線はガラス
　　　　室設定温度を示す）

第1表1／5000aのポヅト実験の施肥管理
　　　　（1981年，1982年）
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第2図　ポット栽培したイグサの株元遮光の処理方法

　　　　（1982年）　（編み線が密になるほど寒冷紗の重
　　　　なりが多くなっていることを示す）

第2表圃場実験の施肥管理（1983年）

施肥月目 施肥成分量（g／pot）

1981年 1982年 N p205 K20

12／12 12／12 O．11 O．35 O．18

4／27 5／8 O．21 ■ O．30

5／18 5／20 O．31 一 O．30

5／27 5／30 O．31 一 O．30

6／8 6／11 O．31 ． O．30

6／22 6／24 O．21 一 O．30

合　　計 1．46 O．35 1．68

からは25℃（昼27．5℃／夜22．5℃）にと移行させた．1982

年は第1図に示すように温度制御ガラス室の温度は前年

よりきめ細かく変動させ出来るだげ松江の気温の季節変

化に合わせた．また1982年には，温度制御ガラス室と戸

外に置いたポットの一部の株元を黒寒冷紗で順次覆った

区を設げた．これはポットは孤立状態で，回りから光を

十分受げるので，株元を個体群状態の光条件に近付ける

ためである（第2図）．

　先刈りの効果についての実験：1983年に本学圃場にお

いて栽植密度を変えてイグサを栽培し，どのような生育

状態の場合に先刈の効果があるかを知るために実験を行

た．供試品種に「いそなみ」の畑苗を用いた．苗は15cm

以上の茎を1O本に3cm以下の新芽を10本に調整した

ものを1株とし，1982年12月4目に10×20cm，20×

20cmおよび40×20cmの間隔に栽植した．施肥管理

は第2表に示すように行った．実験は2反復で1区約

8m2で行った．1983年5月23日に地上高45cmで先
刈を行った　また各栽植密度区の半分は無先刈とした

5月9目から約10目問隔で生育調査を，5月21目の先刈

施肥
施肥成分量（kg／1oa）

月　日
N p205 K20

12／1 6．6 10．8 一
4／9 8．O

■ 8．O

5／6 9．O 10．9 8．4

5／19 10．O ■ 12．5

5／30 10．O 12．5

合計 43．6 21．7 41．4

り直前と7月28目の収穫時に各区10株づつ抜き取り調査

をした　調査方法はイクサ栽培農家の調査方法と同じで

ある．

　先刈りが光合成および呼吸に与える影響：1983年に圃

場で生育している品種「いそなみ」を抜き取ってきて㌧

先刈り直前と直後の光合成と呼吸の測定を行った．測定

は同化箱空調装置により同化箱内の気温を制御し，空気
　　　　　　　　　　　　　2）
を絶えず循環させる既報の方法を基準にした半閉鎖型の

通気法で行った　光合成は400wの陽光ラソプ9個に
より同化箱の上部より光を投射しながら，呼吸は同化箱

を暗黒にして，同化箱内外のC02ガス濃度をIRGA
によって測定し同化量呼吸量を算出した．

　　　　　　調査おびよ実験結果

イグサ栽培農家圃場の生育調査と抜き取り調査：生育

調査を年3回以上行った4カ年の結果をまとめて第3図

に示した．最長茎長の結果からほぼいずれの年度も先刈

り時には70～80cm程度に伸長し，収穫時に．は135～

150cm程度に達していた．次にm2当たりの45cm
高の茎数の推移を見ると，年次による変動が大きいが4
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4　5　6　7　　4　5　6　7　　4　5　6　7月　　　最長茎長　　　　　　45㎝高茎数　　　　　ユ5㎝高相対照度
　第3図　最長茎長，45㎝高茎数および個体群内の15cm高相対照度の生剤こ伴う推移

　　　　　　（イクサ栽培農家の生育調査1978．1982．1983．1985年）

　　　　　回帰式最長茎長先刈り前　γ：4626＋095X　R：0758X＝0　4月10日
　　　　　　　　　　　先刈り後　「＝3722＋291X－O019×2R＝0959X＝0　5月10日
　　　　　　　45cm高茎数　　　　　r＝2169．5＋78．9－O．57×2　R＝O．699X：0：4月10日
　　　　　15cm高相対照度先刈り前γ＝74．21－1．18XR：O．695X＝0：4月10日
　　　　　　　　　　　先刈り後　γ＝49．21－O．97X－O．0033×2R：0，773X＝0：5月10日

　　　　　第3表　先刈り時の生育状態（イクサ栽培農家の抜き取り調査）

最長茎長 45㎝高茎数 地上部全重
年 月／目

・／株1 SAI 吸光係数
Cm 本／株 本／㎡ 9／㎡

1978 5／17 71．9 691 1780 35．7 920 1O．9 O．107

1979 5／12 75．O 60．O 1550 25．1 650 一 i
1981 5／12 ■ 56．4 1460 341 880 8．8 ■
1982 5／10 76．4 121．0 3120 343 885 8．8 O．180

平　　均 74．4 76．6 1977．5 …　1 833．8 9．5 O．144

年問の調査結果を二次式に回帰させると先刈り時には約

2，OOO本，収穫時には約5，OOO本であった．地上15cm

の相対照度は，先刈り時期にはおよそ30％程度になって

いて，先刈りによって40～45脇こなり株元に当たる光の

量は多くなった．そして再び先刈り時の相対照度にまで

低下するのは6月初旬頃になった．7月になると株元の

照度は5％以下と極端に低くなった．1978年から1982年

までの4年間の先刈り時の抜き取り調査の結果を第3表

に，調査期問中の7回の収穫時の抜き取り調査の結果を

第4表に示した．先刈り時の45cm高の茎数と収穫時
の最長茎長の値が生育調査とやや異なった．これは生育

調査と抜き取り調査の年次が一致していないことも一因

であろうが，45cm高の茎数については，生育調査の

場合どうしても株元近くの茎数を数えてしまう傾向があ

ること．また収穫時の最長茎長は抜き取って計測してい

るので地中に埋もれている地上部茎の長さが含まれてい

るためと考えられる　先刈り時の地上部重は約8309／

m2，SAIが約10，吸光係数がO．144であったのに対し，

収穫時にはそれがそれぞれ約2，1oo～23009／m2，25～

28，O．140～O．150となった．先刈り時と収穫時を比較す

ると地上部重，SAIともに。約25から3倍弱になってい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1），3）
るのに対し，吸光係数は安定していて既報と近い約O．14

であった．収穫時の105cm以上の長イ茎数から長イ
収量を推定した．即ち収穫時の長イの約30本を無作為に

取り平均1本当たりの重さを求めたところ約O．46gr．

あった，従って長イ1本をO．45gr．として計算すると第

4表最右欄のように，1，ooo～1，200gr／m2となった．

島根県の行った調査によると県内の平均的な長イ収量は

約1t／1oaとされていて，本調査結果とほぼ値が近似

していた．この長イ収量1tという値は他の産地も含め

ておおよそ同じ程度の値といえる．聞き取り調査による

調査農家の栽培の要点を第5，6表に示した．岡山の栽
　4）
培方法と異なるのは移植期が早いこと，苗の種類が異な

ること，植え付け時の苗が大きく，栽植密度がやや高い
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第4表収穫時の生育状態（イグサ栽培農家の抜き取り調査）

年

1977

1978

1979

1981

1982

1983

1985

平　　均

標準偏差

1983

1985

平　　均

標準偏差

調査場所

古志町

最長茎長

Cm

（140）

144．6

173．O

，163．8

139．5

143．9

136．4

150，2

14．7

大垣町
156．2

147．3

151．7

6．2

105㎝以上茎数

本／株

71．3

108．0

112，0

89，0

61，9

79，6

60．9

83，2

20．8

106．8

108．7

107．5

　1．7

本／㎡

1840

2790

2890

2300

1600

2050

1570

2148．6

536．1

2330

2380

2352，0

　35．4

地上部全重
9／株

62，5

63，7

97，7

65，5

75，8

89，6

45．2

71，4

17．8

117，5

68．3

192，9

34．8

9／㎡

1610

1640

2520

1690

1960

2310

1160

1841．4

461．1

2610

1500

2055．0

784．9

SAI

25，8

25，5

37，4

25，0

25，9

20，7

17．7

25．4

6．1

32，9

24．3

28．6

6．1

吸光
係数

O．100

0．164

0．110

0．130

0．132

0．198

O．139

0．036

O．156

長イ収量

　9／㎡

805

820

1260

845

980

1150

580

920．7

230．5

932

952

942，0

14．1

第5表イグサ栽培農家の主要管理作業

古 志 町 大 垣 町

苗の大きさ 3㎝以下の新芽6～7本 5㎝以上の茎12～15本15㎝以上の茎20～30本

栽植間隔 20cm×20cm 22cm×22cm

移 植　期 11月中旬～下旬 1O月下旬～11月上旬

先刈 り期 5月中旬（地上45㎝高で行う）

網掛げ期
6月初旬（最初75～80㎝の高さ，3回程度網を上げて最後には1OO～105㎝）

収 穫　期 7月上旬～中旬 ■ 7月中旬～下旬

第6表イグサ栽培農家の施肥管理法

施　　肥 施肥成分量（kg／1oa）
時　　期 N p205 K20

元　　肥 6．O～7．5 15．O 一
3月下旬 O．O～4．O ‘ 一

5月初旬 8．O～8．4 O．O～8．O 6．O～8．O

5月下旬 8．O～8．4 6．0～8．O 7．2～8．O

5月末
O．O～11．2 O．O～5．O O．O～11．2

6月中旬 14．4～20．8 一 14．4～20．8

合　　計 37．9～494 26．O～31．O 344～494
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　　第5図　出芽時期別茎長および時期別出芽数（1982年）

こと，先刈りまでの窒素施肥量が多いこと，さらに春先

に追肥を行うことのあることである．岡山の瀬戸内では

12月上旬に移植し，水苗を使用し，7茎の苗を20株／m2

で植え付げ，先刈りまでに窒素肥料で約30kg／1oaを

施肥するのが慣行とされている　また古志町と大垣町で

は移植期と甫の大きさおよび栽植密度が異なった．大垣

町では古志町に比べて移植期は10月下旬と約10～20目早

く，苗は20～30本と30％多く，栽植密度は22．2株／m2

と20％低かった．とくに株の大きさと先刈り時までの施

肥が，他の地域と大きく異なる栽培方法として注目でき

た．

　出芽期別茎長と茎数：1981年と1982年の結果を第4，

5図に示した．茎長，茎数ともに年次によって絶対値に

多少の違いがあるが，相対的な動きは良く似ていた．茎

長に関しては，最も長い茎長になるのは5月中旬過ぎか

日

月

ら6月始めにかけて出芽したものであった．また戸外に

比べてガラス室の方が長く伸びること，株元を遮光する

と戸外の場合は長くなるが，ガラス室の場合は逆に短く

なった．出芽数は戸外の場合生育時期が後半になるに従

い増える傾向にあるのに対しガラス室の場合5月中～下

旬の頃以降はむしろ減少した，戸外においても遮光する

と出芽数が減った．

　先刈りの効果についての実験：栽植密度を3段階にし

て，先刈りの有無と生育収量の関係を，最長茎長，45cm

茎数及び先刈り時と収穫時の抜き敢り調査の結果とし

て，第6図と第7，8表に示した．最長茎長は栽植密度

が高くなる方が長く伸びていること，10×20cm　区で

はイグサ農家の生育調査に近い値で推移していること，

先刈りは栽植密度の違いに比べると変動は小さいことが

分かった．m2当たり45cm茎数は，当然のことなが
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㊥＿020×10cm区
企＿・一△20×20cm区　　　　　　　　×10γm2
圏一一一一→コ20×40cm区

　　　　　　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五

　　　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庫’
　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　．、一魯一留’

10203091929919　　　10203091929919日
5　　　　6　　　　7　　　　　　5　　　　6　　　　7　　月
　　　最長茎長　　　　　　　　　　45cm高茎数
　　　　　第6図　最長茎長および45㎝高茎数の生育に伴う推移
　　　　　　　　　　　　（島大圃場の生育調査1983年）

　第7表先刈り時の生育状態（1983年島大圃場抜き取り調査）

45㎝高茎数 地上部全重 茎表面積
区

本／株1本／㎡ ・／株1・／㎡ ・㎡／株1
SAI

20×10cm 77．8 3890 25．4 1269 25．1 12．6

20×20cm 98．2 2455 31．5 787 24．3 6．1

20x40cm 98．6 1233 29．5 362 23．4 2．9

第8表 収穫時の生育状態て1983年島大圃場抜き取り調査）

先刈り処理 105㎝以上茎数 地上部全重 茎表面積 長イ収量（推定）

区
の有無 本／株 本／㎡ 9／株 9／㎡ dm2／株 SAI 9／m2

20×10cm
無 47．O 2350 494 2470 65．1 32．6 1060

有 54．1 2705 50．5 2527 69．8 34．9 1217

20×20c㎜
無 31．1 778 9α5 2262 10＆9 27．2 350

有 36．4 910 65．7 1644 89．6 22．4 410

20×40c㎜
無 25．O 313 128．3 1604 14＆2 1＆5 141

有 1τ3 216 100．5 1256 112．6 141 97

第9表 先刈り直前と直後の共合成と呼吸

株当たり 株当たり
茎表面積 乾重

株，茎表面積および乾重当たり光合成および呼吸
測定時期 光合成呼吸の区別

dm2／hi11 9／hi11 mgco．／hi11／hr mgco．／dm2／hr mgco2／9／hr

先刈り直前 見掛げの光合成 29．47 33．76 144．57 4．91 428
呼　　　吸 12．38 O．42 O．37

先刈り直後 見掛げの光合成 25．04 31．51 101．60 4．06 3．22

呼　　　吸 18．92 O．76 α60

先刈り5時問後
見掛げの光合成 80．64 3．22 2．56

呼　　　吸 21．16 0．85 O．67

（測定温度120℃ 先刈り量：4．43dm2／hi11，2．259／hi11）
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ら栽植問隔の狭い区ほど値が大きく，最長茎長の場合と

同じく1O×20c㎜区の値がイグサ農家の調査結果に近

かった．また先刈りが茎数に与える影響は栽植問隔によ

り異なり，狭い場合には変化がないかやや多くなる傾向

にあるのに対し，広くなると茎数が少なくなる場合もあ

った．一方抜き取り調査の結果を20×10cm区と20×

40cm区で比較すると，先刈り時の場合地上部重，SAI

および45cm・高茎数ともに3．5～4倍と栽植密度とほ

ぼ同じ違いがあり，栽植密度の高い20×10cm区の値

はイグサ農家の調査結果より少し値が大きかった．収穫

時の調査結果についてみると，地上部重，SAIは1．5～

2．5倍の違いであり栽植密度の違いは先刈り時程には大

きくないが，105cm以上の長イ茎数については栽植密

度により10倍以上の差がついた．先刈りの影響は栽植密

度の高い場合はプラスに，低い場合はマイナスにでた．

長イ収量は収量レベルを別にすると20×20cm区でも

先刈りの効果があった．イグサ農家の調査結果と比較す

ると，20×10cm区の値が地上部重を除いて，ほぼ同
じ値であった．

　先刈り前後の光合成と呼吸：第9表に先刈り直前と直

後の見掛げの光合成と呼吸の測定結果を示した．先刈p

直後の光合成量は約15％の茎表面積および7％の地上部

重が刈り取られたのに対し，約35％の減少であった．一

方呼吸は逆に約40％増加した．先刈り直後は生育が抑制

されることが予測された．

　　　　　　　　考　　　　察

　松江市近郊のイグサ農家の長イ収量は調査期問中の平

均で9009／血2であった（第4表）．このように10a1

トソと言われている他のイグサ産地の長イ収量とほぼ同

じ水準の収量をあげている生産過程を以下検討する．

　イグサの収穫対象となるのは　105cm　以上に伸長し

た長イと呼ばれる地上茎である．松江でポヅト栽培をし

た場合，7月中旬におげる茎長を出芽時期との関係で整

理すると（第4，5図），株元に光が充分当たるような条

件では，5月中旬から6月上旬に出芽したものが最も長

く伸長した．しかし茎の長さはあまり長くはならず，最

長でも70～80cm程度であった．ところが，松江の平

年の気温に近い推移をさせたガラス室の中や，戸外でも

株元を遮光すると，最大80～100cmに伸びた．さら

に長い茎が出芽する時期が5月下旬から6月初旬と狭め

られた（第4，5図）．このように茎が伸長するには，株

元がある程度遮光された状態が最良といえる．ただし，

ガラス室の中で株元を遮光した場合は，無遮光のものに

比べて茎長は短くなったことから理解出来るように（第

5図），株元の光の強さがあまり低下すると逆に茎の伸

長は抑制されると考えられる．株元の遮光に用いた黒寒

冷紗（クレモナ11O番）の光透過率は約50％である．被覆

した寒冷紗の枚数とイグサの生育程度を考えると，戸外

では6月初旬が約40％，中旬は約20％そして7月上旬は

約10％程度と考えられる．6月1目と6月20目に株元の

相対照度を測定したところ，43％と21％であったので上

記の推論はほぽ正しいと考えられる．またガラス室の中

で，株元を寒冷紗で覆うと，ガラスの透過率が約75％で

あるので，無遮光でも戸外の相対照度の約7割の明るさ

しかない。以上のことから7月中旬頃に収穫する場合

は，松江でも他のイグサ産地と同様5月中旬から6月初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
旬の頃に出芽した茎が収穫対象の長イになるであろう．

そして出芽した茎が105cm以上に伸長するには，長

イとたる地上茎が伸長する時期に株元が10～30％の相対

照度になることが必要と考えられる．長イとなる茎が最
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
も良く伸長するのは出芽後30～40目といわれているので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
時期的には6月中旬と言うことになる．田島は地上茎の

伸長は相対照度が1O％以下になると促進されるとしてい

るが，本実験の結果から考えると値が低すぎる．

　次に，長イ収量を多くするには長イを数多く確保する

ことが必要である　従って丁度長イとなる地上茎が出芽

する時期に，多くの地上茎が出芽するように栽培しなげ

れぱならない．松江における出芽数の時期別の推移を第

4，5図でみると，株元に光が良く当たる状態では生育

時期の経過と共に，次第に出芽本数が増える傾向にあ

る　イグサは生育初期は1茎から2本の茎が分枝すると

言われるので，茎数の増加は条件さえ良けれは理論的に

は幾何級数的に増えることになる．しかし，戸外に比べ

てガラス室の茎数が少ないこと，戸外でも無遮光区に比

べて遮光区の茎数が少なく，必ずしも生育が進むにつれ

て出芽する茎数が増えるとは隈らなかった（第4，5図）．

戸外の遮光区の株元の光の強さが30％程度以下であった

と推測されることから，光の強さ30％以下になると地上

茎の出芽が抑制されると考えられる．株元の光の強さが

30％以下になると，イグサ個体群の光一光合成反応曲線
　　　　　　　　　　　　　　　　1）
は不飽和型になることを既に報告した．このことは30％

以よになると光一光合成反応曲線は飽和することを意味

する．したがって株元のエイジの若い地上茎も光飽和し

て，物質生産の上で有利な条件が作られたことになり，

出芽数の確保との拘わりが想定される．長イとなる茎の

出芽する時期の株元の光の強さは第3図のイグサ農家の

15cm　高の相対照度の推移からみると，先刈りしない

場合は，明らかに30％以下になり，出芽が抑制されるこ

とが考えられる．ところが先刈りが行われると株元に光

が差し込み，株元の相対照度は6月初旬まで30％以上に

維持されていた．このように長イとなる地上茎を確保す

る上に先刈りは，有効に働いていると考えられる．

　それでは，先刈りはどんな場合でも長イ収量に有効か
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というと，1983年の実験結果からも分かるように，先刈

りすると長イ収量が遡こ減収する場合があった（第8表

）．それでは先刈りが長イ収量に有効に働くのはどうい

う場合かをイグサ栽培農家と1983年の圃場試験の先刈り

時の生育状態から考えて見る．イグサ栽培農家の先刈り

時の生育状態は，個体群の繁茂度を示すSAIで示すと

約10，45cm高の地上茎数，即ち先刈り本数でみると，

約2，ooo本／m2であった．1983年の圃場実験の場合イ

グサ農家と同じ程度の生育状態であったのは，SAIで

みると，20×1Ocm区で，その値は12．6，45cm高茎

数でみると，20×20cm区で，約2，OOO本という値であ

った（第7表）．そしてこの両区とも，長イ収量は先刈り

した方が，無先刈り区より多くなっていた（第8表）．但

し，1983年の圃場実験で，イグサ栽培農家の収量レベル

に達していたのは，20×10cm区だげであった（第8
表）．ここで，イグサ群落の吸光係数が生育時期を問わ

ずほぼ同じ値で，約α140であったので（第3，4表），

この係数を度って1983年の圃場実験の先刈り時の株元の

相対照度を推測すると，20×10cm区では，計算上約

17％，20×20cm区では約42％となる．20×10cm区

は先刈りにより，SAIは34％減少したので，その結果

元の相対照度は約31％となったと推測される．このこと

から判断すると，先刈りにより，有効に長イの茎数が確

保され，個体群の繁茂と共に株元の相対照度が長イの伸

長に好適な環境となったのは，20×10c血　区であった

と考えられる．事実，この区は先刈りによって，茎数が

増加し，最長茎長も高くなった（第6図）．20×20cm区

は長イ収量が先刈りによって多くなったとはいえ，水準

は低かった．そして茎数の増加も先刈りによって，増え

ることもなかった．20×40cm区は，先刈りをすると，

生育が遅延し収穫時の地上部乾物重も長イ収量も低下し

た．先刈りは生育中ρ地上茎を一部除去するのであるか

ら，株当たりの光合成量は減少する，さらに先刈り直後

は現存量は少なくなったのに，株当たり呼吸量は増加傾

向を示した（第9表）．一方SAIが8～10以上になる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
と，個体群光合成の光反応曲線は不飽和型になる　従っ

てSAIが8以上に生育している個体群では，先刈りは

株元に光が届き，光合成反応曲線が不飽和型から飽和型

になり，個体群としては生育量が必ずしも低下するとは

言えない．しかし，SAIが低い個体群では，個体の光

合成量が低下することは個体群全体の生育量を低下させ

ることになり，生育の遅延や生育量の減少をもたらすも

のと考えられる．以上のことから，先刈りの効果があら

われるのは，sAIで約10，先刈り茎数で約2，ooo本／m2

程度の生育条件が揃って得られた場合であるといえる．

1983年の圃場実験で先刈り茎数が約2，000本でも先刈り

が有効に働かなかったのは，SAIの値が低かったから

で，その理由は先刈りの高さ以下の茎数が少なかったた

めであろう．

　島根のイグサ栽培が他の地域に比べて冬季の平均気温

が低いのに，先刈り期，収穫期が時期的にほぼ同じで，

長イ収量が高く維持されるのは，イグサの分げつ適温が
　6）
低いことも関与するが，この先刈り時に長イ収量を確保

するのに必要な生育状態を作り出す栽培が行われている

ことがポイソトと考えられる．イグサ農家の栽培方法

（第5，6表）を昔からの産地岡山と結果の項で比較し

たが，植え付げ時の株が大きいこと，先刈り時までの施

肥量が多いことが注目すべき相違点であった．先刈り時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4～
までの施肥量の多いことは小合も指摘しているカ㍉この

栽培方法の違いが長イ茎数の確保とそれ以後の長イの伸

長に好適た状態を作り出Lていると考えられる．次報に

おいては，この施肥方法，株の大きさが持つ意義につい

て検討を加える．

　　　　　　　　　摘　　　　要

　松江市近郊のイグサ栽培農家の長イ収量は1Oa当た

り約1トソと，地理的に熊本や岡山に比べて北に位置し

ているにも拘わらず，高い水準を緯持している．その理

由をイクサ栽培農家の圃場調査，研究室圃場におげる栽

植密度試験およびポヅト実験の緒果から検討を加えた

　その結果，農家の圃場では5月中旬の先刈り期にSAI

で約10，45cm茎数で2，oo本／m2という生育状態に達

していることが分かった．この生育状態に達していると，

収穫時に長イとなる地上茎が5月末を中心に多く出芽

し，その伸長も良好となることが実験で確かめられた．
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